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＊打上げ時重量

【市場分析】

軌道上初期重量 2.5 ton以下の需要予測は8機／年程度 総数としては２０機前後

このクラスはREGIONALな通信インフラ構築用としてローカルオペレータ、新興国等の
海外官需への適用が有望

打上げ時
質量＜4.2t

↓
軌道上初期
質量＜2.5t
に相当

出典：2009 Commercial Space
Transportation Forecast,FAA

１．商用通信衛星の現状

※Transponder CH価格＝衛星価格／Transponder CH数

商用市場においては、従来の更新需要に

加えて大型ｱﾝﾃﾅを有するブロードバンド

衛星が出現

・・・欧米、アフリカ、中国

 NECの強みを生かし、通信ペイロードの高機
能化による差別化を図る。

 ２．５ｔｸﾗｽの商用衛星への売り込み
（衛星構成機器の小型軽量化による

ミッション容量の増大等）
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＞2.5ｔ(軌道上初期)級
市場(Big5による寡占状態)

＜2.5ｔ(軌道上初期)級市場

海外メーカとの提携拡大により国際競争力のある
RF機器、地球センサー等のコンポーネント拡販

海外メーカとの提携拡大により国際競争力のある
RF機器、地球センサー等のコンポーネント拡販

Express AM-1等の実績を踏まえペイロード

モジュール一括受注の拡販

Express AM-1等の実績を踏まえペイロード

モジュール一括受注の拡販

事業規模

NEC
１ｔ級高機能静止バス

NEC
１ｔ級高機能静止バス

オービタル

２．商用通信衛星市場への当社対応

NEC静止衛星

1.5-2.5ton級

【当社参入モデル】

Page 2



Copyright © NEC Corporation 2011. All rights reserved.Page 3

３．NECのLDR(大型展開アンテナ)産業化ロ－ドマップ

ETS-Ⅷで築いた１４モジュール展開技術

（電気開口径13m、宇宙実証済み）

•50~60m級反射鏡

•~UHF帯受信専用

JAXA殿業務委託

ETS-Ⅷ/LDR口径

拡大実現性検討

B)10m級三つ折り

モデル試作試験

A)一つ折りダブルサイズ

モデル試作試験

•24mC帯反射鏡

•一つ折り六角14ﾓｼﾞｭｰﾙ

•欧州衛星WIMAX構想

•10m級反射鏡

•三つ折り八角1ﾓｼﾞｭｰﾙ

•衛星移動体通信

•Garuda, Thuraya 後継等

•5m級高精度反射鏡

•X帯衛星移動体通信

LDR開発生産
能力維持向上

•30m級反射鏡

•一つ折り六角14ﾓｼﾞｭｰﾙ

•STICS-1

•40m級反射鏡

•STICS-2

•30m級反射鏡＆コンパクトバス

•海外移動体通信衛星

•30m級Ｓ帯反射鏡

•5m級Ka帯反射鏡

•高度情報通信衛星
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LDRの市場動向

４．LDRの市場動向と競争力比較、および産業化への取組み

▐ 市場動向
 LDR(大型展開アンテナ)の市場動向は右図の様に

、地上端末の小型軽量化のために大口径に移行
しています。

 市販携帯電話級の地上端末との交信は22m～
30mの開口径で可能となると試算しています。

 なお、2012年に打ち上がる5m級は米国軍事移動
体通信衛星に搭載され、12mのLDRも搭載されて
います。

 また2009年以降打ち上げのLDRは全て米国ハリ
ス社の製品です。

▐ 競争力比較
 H22/12に、ハリス社製の新型大型展開アンテナ(

開口径22m)が軌道上で展開しました。

 当社LDR（Φ22m換算）との比較は右下表の通りで
あり、質量は優位、収納寸法はほぼ互角となり、国
際競争力を回復できました。

 産業化への取組み
 「三つ折り」と言うブレイクスルーを果たして、現在、

海外衛星メーカーへの売込活動を強化しています。
 特に、2009年から仏A社に当社出資で、その標準

衛星バスへの搭載性検討を委託し、基本的整合
性確認を終え、定量評価段階へ移行しています。

 米国B社とは、米国政府の技術輸出承認を得て、
現在、RFI(情報要請)を待機しているところです。
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鏡面部

質量
面積

密度
収納時外寸

ハリス新型
164kg

0.43

kg/m2
1.2m(幅と奥行)、3.4ｍ(高さ)

三つ折り1モジ
ュール構成 121kg

0.32

kg/m2
0.95m(幅と奥行)、5.5ｍ(高さ)

三つ折り7モジ
ュール構成 126kg

0.33

kg/m2
1.7m(幅と奥行)、3.1ｍ(高さ)

ハリス新型との競争力比較

きく8号

ハリス新型
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高度情報
通信衛星

S帯通信

Ka帯大容量高速通信

５．高度情報通信衛星による「災害に強い社会」の実現

即応型地上局 救急車両

携帯電話
級送信器

風力・太陽光発電
＋蓄電装置

地震計係留式小型GPS波浪計、
海底地震計

太陽電池パネル
＋蓄電装置
＋携帯電話級送信器

30m級LDRにより、自立電源型の地震計や波浪計

（津波計）が小型化でき、かつ、地上電力網や地上
データ回線クラッシュ後の余震などへも対応できる。

災害対策本部
⇔関係機関

人命救助ヘリコプター

捜索救難艦船
(防衛省殿HPより)

救援要員・物資輸送艦
(防衛省殿HPより)

避難所
(大田区殿HPより)

GPS
携帯電話

GPS
携帯電話

インターネット接続

Page 5

避難者
(匝瑳市横芝光町
消防組合殿HPより）
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高度情報通信衛星についての国への要望(1/2)

▐ 30m級LDR開発に関しまして

 前述の様にJAXA殿の御指導・御支援を得て、添付資料１に示しますブレイクスルーにより国際
競争力を回復して、海外衛星メーカーへの売込活動を進めています。

 高度情報通信衛星がプロジェクトとして立ち上がった場合、搭載30m級ＬＤＲの開発はリスクが
大きいため、JAXA殿の開発として進めて頂きたく、お願い致します。

▐ 30GHz級LDR開発に関しまして

 欧米の衛星通信需要が、Ka帯のマルチビーム通信に移行しているとの御認識は、私どもの市
場動向分析と一致しておりまして、開口5m級の30GHz対応LDRについて、欧米の複数社から
関心が寄せられています。

 高度情報通信衛星開発の中で、私どもにチャンスを戴ければ、こうした市場ニーズにも適合し
得るLDR開発をJAXA殿の御指導・御支援の下に行い、実証後の海外売込の柱の一つと致した
いと考えております。

▐ LDR開発・生産能力の維持向上に関しまして

 LDRは、日本が米国に次いで世界で2番目に獲得した技術です。

 またLDRは、国の安全保障において重要な役割を果たす事から、数年前から中国、フランス、ロ
シア、韓国が開発に着手し、追い上げが始まっております。

 従いまして、JAXA殿の御指導の下で獲得したリードの維持拡大と言う事からも、LDRの開発・
生産能力を維持し高度化するため、高度情報通信衛星を始めとする「安全・安心な社会実現の
将来構想」のプロジェクト化加速と、搭載されますLDR開発に関します引き続きの御指導・御鞭
撻を賜りたく御願い致します。
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高度情報通信衛星についての国への要望(2/2)

▐ プロジェクト化に関しまして

 30m級および30GHｚ級LDRをキーコンポーネントとします高度情報通信衛星は、今回の大震災・大津波でも、
「全てがクラッシュした後」の公共通信手段として、その有用性が認められました「きく8号」および「きずな」の
役割を、更に高度化して発展させ、「災害に強い社会」を実現し、国民の安全、安心を守るものとなります。

 平時にも、海底地震データを今よりも広範囲に常時、収集して、地震予知に関する新たな知見を得たり、海
洋等における遭難者の捜索速度を上げたり、排他的経済水域における航行船舶情報を集めたりなど、「安全
・安心な社会」実現に寄与し得るものと考えております。

 また、この衛星通信システムは、環太平洋沿岸やインド洋などの地震・津波多発地帯でも必要とされるものと
考えられ、国で早期に実証戴ければ、衛星のみならず地上システムを含めたパッケージ輸出が可能と考えて
おります。

▐ 開発体制に関しまして

 高度情報通信衛星がプロジェクトとして立ち上がりましたら、衛星バスにも開発要素(30m級大型展開アンテ
ナ搭載には添付資料２のように、コンパクトバスが必要となり、私どもを含めて国内衛星メーカーのバスでは
搭載できません)があり、かつ公共インフラ性が高い為、JAXA衛星として開発頂きたく、お願い致します。

▐ 当社の通信・放送衛星産業化に関しまして

 高度情報通信衛星についてJAXA殿がバスの開発をご担当される場合は、衛星バスに関しましても、私ども
は下記の様に通信・放送衛星事業の産業化に努めますので、私どもに産業化のチャンスを頂きたく、お願い
致します。

 これが実現致しますと、私どもは経済的なΦ4mフェアリングやデュアルローンチフェアリングに収まり多様なミ
ッションペイロードを搭載できる世界水準の競争力ある静止衛星バスを保有できますので、通信・放送衛星の
マーケットに衛星システムメーカーとして参入し、通信・放送衛星事業の産業化を行いたいと考えております。
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添付資料1 国際競争力回復のためのブレイクスルー
JAXA殿VLDR研究計画変更審査会（2010年5月）資料より
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添付資料２. 衛星バス開発の必要性
30m級LDR（大型展開アンテナ）を搭載するための条件

▐ 収納ボリュームからの衛星バスの高さは2m以下が必須条件と
なります。
 30m級のLDR(高度情報通信衛星やSTICS-1)では、三つ折りにより収

納容積をコンパクトにしても、Φ1.6m×H6.5mのボリュームとなります。

 収納時の太さから衛星側面搭載は不可能で、左図のように衛星バス上
面搭載が唯一の解となります。

 この場合、フェアリングコーン部を利用したとしても、収納時の高さから、
衛星バス部は衛星分離面から2m以下に留まるような「背の低い」コンパ
クトバスが必要となります。

（左図は、H-2Aロケットの4mフェアリングの許容領域に収納された高度
情報通信衛星）

▐ 30m級大型展開アンテナを搭載できるコンパクトな衛星バスを
保有するのは海外衛星メーカーでも一社のみであり、NECを含
めて国内衛星メーカーバスでは、搭載できません。
 30m級大型展開アンテナを搭載できるコンパクトバス実現には、搭載

機器や搭載装置の小型化が開発課題になります。

 経済的な4mフェアリングやデュアルローンチフェアリングに収まる2m
以下のコンパクトバスが開発できれば、ミッションペイロード搭載エリア
が最大限、確保できるため通信・放送など多様な商用ミッションに対
応できます。


